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修
徳
小
学
校
が
統
合
さ

れ
、
長
年
親
し
ん
だ
学
舎
が

総
合
福
祉
施
設
に
建
て
替
わ

り
、
運
動
場
は
せ
せ
ら
ぎ
が

流
れ
る
美
し
い
公
園
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
り
、
早
く
も
日

年
が
経
と
う
と
し
て
お
り
ま

す
。
修
徳
学
区
の
「
核
」
と

も
言
え
る
施
設
で
す
が
、
日

年
の
聞
に
お
互
い
の
深
い
紳

が
生
ま
れ
、
育
ち
、
そ
の
結

び
つ
き
は
強
固
な
も
の
と
な

っ
て
お
り
、
大
変
心
強
く
頼

も
し
い
限
り
で
す
。

し楽つιーみ ん なで築

修
徳
自
治
連
合
会

会
長

小
生
、
自
治
連
合
会
会
長

の
重
責
を
任
さ
れ
て
、
早
く

も
3
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

当
初
は
緊
張
の
連
続
で
し
た

が
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
の
お
か
げ
を
持
ち
ま
し
て

今
日
に
至
っ
て
お
り
、
感
謝

の
念
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ま

ち
づ
く
り
委
員
長
を
兼
任
し

て
い
た
昨
年
度
あ
た
り
か
ら
、

行
政
の
方
々
が
修
徳
学
区
の

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
評
価
し

て
く
れ
て
い
る
こ
と
や
、
京

都
大
学
大
学
院
の
修
士
論
文

朝
か
ら
快
晴
、
お
天
気
姉

さ
ん
予
報
の
黄
砂
も
心
配
な

く
気
持
ち
よ
く
澄
ん
だ
青
空

は
修
和
会
総
会
に
笑
顔
の
お

陽
さ
ま
が
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い

ま
し
た
。
気
温
も
お
度
、
風

爽
や
か
に
皆
様
の
ご
出
席
の

足
を
軽
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。

4
月
羽
田

（火
）
定
刻
日

時
。
平
成
お
年
度
修
和
会
総

会
は
出
席
回
名
、
ご
来
賓
3

名
で
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

第
1
部
は
ま
ず
司
会
の
平

井
副
会
長
挨
拶
か
ら
熊
本
大

分
の
災
害
被
害
者
の
み
な
さ

ん
に
お
見
舞
い
と
哀
悼
の
意
、

そ
し
て
京
都
も
決
し
て
無
関

係
で
な
い
こ
と
、
花
折
断
層

な
ど
を
か
か
え
て
い
る
地
、

大
事
な
い
こ
と
を
祈
る
の
み
、

み
な
さ
ん
の
安
泰
を
願
う
ば

か
り
と
。
つ
づ
い
て
小
林
会

長
の
挨
拶
。
修
和
会
の
歴
史
、

会
員
年
齢
層
の
変
選
、
最
近

会
員
減
少
及
び
入
会
の
誘
い

に
つ
い
て
、
修
徳
で
育
っ
た
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福

井
に
修
徳
学
区
を
モ
デ
ル
と
し

た
研
究
が
毎
年
出
て
い
る
の

を
知
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
連

合
会
の
事
業
や
活
動
の
粘
り

強
い
研
修
や
努
力
の
成
果
が

実
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
喜

ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
「
サ
マ

I
ナ
イ
ト
－
m

修
徳
」
「
ふ
れ
あ
い
大
運
動

会
」
「
防
災
訓
練
」
の
三
大

事
業
が
、
各
種
団
体
や
町
内

会
の
皆
様
の
積
極
的
な
ご
理

解
と
ご
協
力
に
よ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
る
と
い
う
組
織
の

経
歴
を
混
じ
え
な
が
ら
訴
え

ま
し
た
。

次
は
福
井
自
治
連
合
会
会

長
の
ご
挨
拶
。
毎
朝
毎
日
の

修
徳
公
園
を
手
入
れ
清
掃
さ

れ
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
公
園

の
新
緑
、
サ
ツ
キ
、
ハ
ナ
ミ

ズ
キ
の
美
し
さ
、
ラ
ジ
オ
体

操
へ
の
参
加
、
区
内
の
変
遷
、

特
に
ホ
テ
ル
、
マ
ン
シ
ョ
ン

の
建
設
一
ブ
ッ
シ
ュ
へ
の
対
応

等
、
さ
す
が
幅
広
い
視
野
に

場
内
の
皆
さ
ま
う
な
ず
い
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

次
の
小
梶
修
徳
施
設
長
も

熊
本
災
害
に
関
連
し
て
、
公

の
救
助
よ
り
弱
者
へ
の
援
助

を
細
か
く
す
る
の
が
一
番
大

基
本
を
大
切
に
し
つ
つ
事
業

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。
こ
の
三
大
事
業
を

囲
む
よ
う
に
し
て
、
連
続
し

て
展
開
さ
れ
る
各
種
団
体
の

行
事
に
も
、
多
数
の
ご
参
加

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

す
べ
て
の
事
業
が
、
性
別

を
問
わ
ず
子
ど
も
た
ち
と
保

護
者
た
ち
、
高
齢
者
と
の
世

代
聞
で
の
交
流
と
健
全
育
成

に
貢
献
し
、
安
心
安
全
の
学

区
づ
く
り
を
日
頃
か
ら
心

が
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
世
代
に
合
っ
た
健
康
対

策
や
社
会
福
祉
に
実
績
を
あ

げ
、
子
育
て
や
認
知
症
対
策

も
地
道
に
進
め
て
き
て
い
ま

す
。
中
で
も
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
活

動
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

事
、
力
を
合
わ
せ
て
お
互
い

の
助
け
合
い
が
肝
心
と
訴
え

ら
れ
ま
し
た
。
最
後
は
今
松

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

は
、
の
ほ
ほ
ん
カ
フ
ェ
に
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
と
声
を
か
け

ら
れ
ま
し
た
。

第
1
部
の
最
後
は
事
業
報

告
と
収
支
報
告
。
幻
年
度
事

業
報
告
を
高
橋
さ
ん
、
収
支

報
告
を
山
岸
さ
ん
、
会
計
監

査
の
数
井
さ
ん
。
お
年
度
は

事
業
予
定
を
開
場
さ
ん
、
予

算
報
告
を
山
岸
さ
ん
と
滞
り

な
く
終
了
。
満
場
の
拍
手
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
新

年
度
か
ら
の
役
員
改
任
を
小

林
会
長
か
ら
発
表。

こ
れ
で

毎
年
、
社
会
福
祉
法
人

下
京
区
社
会
福
祉
協
議

会
か
ら
助
成
金
を
い
た

だ
い
て
、
広
報
紙
作
成

の
一
助
に
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
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化
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う

力
添
え
を
す
る
立
場
だ
と
考

え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

近
年
、
難
題
が
山
積
し
て

い
る
「
防
災
行
動
・
避
難

所
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
活
用
に
よ
る

学
区
の
安
全
対

策
」
「
地
震
災

害
対
策
と
し
て

の
備
蓄
資
材
の

種
類
や
量
の
検

討
」
「
町
家
の

保
全
や
、
新
築

に
と
も
な
う
修

徳
ら
し
い
景
観

づ
く
り
」
な
ど

は
す
べ
て
現
在

の
自
治
連
合
会

組
織
の
基
盤
の

上
で
創
り
あ
げ

て
い
け
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
皆
様
の
英
知
溢
れ

る
ご
意
見
と
こ
れ
ま
で
に
も

増
し
て
多
数
の
ご
参
加
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

第
l
部
終
了
。

第
2
部
は
元
両
替
町
の
向

井
さ
ん
の
マ
ジ
y
ク
シ
ョ
ウ
。

空
の
袋
か
ら
文
字
盤
、
紙
筒

か
ら
は
4
種
類

ι花
、
卵
、

カ
ッ
プ
等
、
紐
J
手
品
で
は

一
、
二
回
の
ミ
ス
（
あ
る
い

は
故
意
？
）
で
笑
い
を
と
り
、

あ
と
鮮
や
か
に
仁
め
ら
れ
ま

し
た
。
次
は
小
林
会
長
の
時

計
ク
イ
ズ
。
表
と
裏
で
違
う

時
計
の
針
で
時
間
を
当
て
る
、

こ
れ
が
な
か
な
か
難
し
く
て

場
内
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

丁
度
お
昼
に
な
っ

て
お
弁

当
を
頂
き
ま
し
七。

こ
ろ
あ

い
の
こ
ろ
に
こ
ろ
あ
い
の
お

弁
当。

な
ご
や
か
な
談
笑
の

あ
と
、
み
ん
な
で
年
齢
向
き

に
歌
調
が
変
え
て
あ
る
「
星

影
の
ワ
ル
ツ
」
を
合
唱
し
て

楽
し
く
お
別
れ
と
な
り
ま
し

た
。ご
出
席
の
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
世

話
の
皆
様
、
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。
来
年
も
ま
た
お
逢
い

で
き
る
日
を
楽
し
み
に
。
ご

機
嫌
ょ
う。

お
元
気
で
。

修
和
会
都
倉
昭
蔵

平
成
初
年
度

修
億
自
治
連
合
会
総
会

5月比日（土）午後5

時よりせんだんホlルで

修徳自治連合会の総会が

森修司副会長の司会によ

り行われた。

出席者は、新旧の町

内会長（市政協力委員）、

福井謙三会長以下自治連

合会の役員一向。そして

総合福祉施設修徳施設長

の小梶俊夫様をはじめ、

修徳学区特別顧問である

篠原賓様等々の来賓にも

お越しいただいた。

例年通り、事業報告、

決算報告、監査報告、予

算案等の審議、承認が滞

りなく行われた。

新役員人事として、ま

ちづくり委員会委員長及

び景観づくり協議会会長

に荒川晃嗣氏（亀屋）が、

民生児童委員会会長に多

田啓子氏（布屋）が就任

されたことの報告があっ

た。

議事決裁も無事終了し、

川成茂照副会長の閉会の

辞により総会は閉幕。

午後6時、近森佐太郎

顧問の乾杯のご発声によ

り懇親会が始まった。途

中、福引会もあり参加者

はお弁当を味わいながら、

おおいに懇親会を楽しん

でいた。

午後8時却分、高橋卓

也副会長の閉会の辞によ

り懇親会も終了した。

幻年度町会長様たいへ

んお疲れさまでございま

した。お年度町会長様、

今後ともよろしくお願い

します。

PR情報委員会委員長

浅野三朗

同好会名 日 時 場 所 世話人

地名研究会 第3月曜日 メ:J;、 議 宝ニ圭ミ二 小西 （布 屋）

川 柳同好会 第1第3木曜日 ，， 都 倉（弁財天）

囲碁将棋同好会 毎週水曜日 ，， 古谷（材木）

書道 同好会 第1第3金曜日 tン 小 塩（小田原）

卓球同好会 毎週月曜日木曜日 せんだんホール 福 井 （小田原）

ラジオ体操同好会 毎朝 7 :10～7 :20 修徳公 園 福 井 （小田原）

気軽にご参加ください。くわしくは各世話人までお問合せを

修徳学区ホームページは、「修徳学区HPJで検索！ http://kyotokeikan.org/syutoku_HP/syutoku_top.htm *PR情報委員会からのお知らせ女
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防
災
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
自
主
防
災
会
、
消
防
分
図
、
総
合
福
祉
施
設
修
徳
（
避
難
所
指
定
）
の
み
な
さ
ん
の
検
討

会
議
と
学
区
の
み
な
さ
ん
の
防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
ご
意
見
を
ま
と
め
て
完
成
し
た
。ま
ち
”つ
く
り
委
員
会
が
編
集
し
京
都
大
学
防
災

研
究
所
教
授
牧
紀
男
先
生
の
監
修
を
い
た
だ
い
た
。

し

熊
本
地
震
も
、
阪
神
淡
路

大
震
災
同
様
、
「
こ
の
熊
本

に
は
地
震
は
な
い
」
と
、
ほ

と
ん
ど
の
住
民
が
考
え
て
い

た
も
う
一
つ
の
例
と
な
っ
た
。

こ
れ
で
断
層
帯
に
固
ま
れ
た

京
都
に
「
地
震
は
な
い
」
な

ど
と
思
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
が
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。
こ

の
際
、
全
世
帯
に
配
布
さ
れ

た
『
防
災
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

（3
月
白
日
付
校
了
）
」
を
読

む
ポ
イ
ン
ト
を
、
み
な
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
て
み
た
い
。

こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
「
地

震
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
の

項
は
、
東
海
地
震
と
南
海
地

震
の
同
時
発
生
よ
り
も
、
東

海
地
震
に
連
続
し
て
南
海
地

震
が
発
生
す
る
こ
と
の
ほ
う

が
、
家
屋
に
大
き
い
打
撃
を

与
え
る
と
解
説
し
て
い
る
。

ιーみん

。
第
一
の
教
訓

命
を
守
る
耐
震
診
断
と

補
強
が
欠
か
せ
な
い

そ
れ
が
熊
本
地
震
に
あ
て

は
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

4
月

凶
日
の
「
日
奈
久
（
ひ
な

ぐ
）
断
層
帯
」
、
同
日
に
「
布

団
川

（
ふ
た
が
わ
）
断
層

帯
」
と
、
震
度
7
の
揺
れ
を

連
続
し
て
記
録
し
、
さ
ら
に
、

震
度
6
強
を
は
じ
め
、

1
4

0
0回
の
有
感
余
震
が
家
屋

に
大
打
撃
を
与
え
て
し
ま
っ

た。

ぜ
ひ
、
熊
本
の
教
訓
を

「
家
屋
の
耐
震
診
断
と
耐
震

補
強
が
、
自
分
の
命
を
守
る

（
自
助
）
の
に
、
い
か
に
大

切
か
」
と
結
び
つ
け
て
考
え

た
い
。
テ
レ
ビ
の
報
道
で
み
て
い

る
か
ぎ
り
、
熊
本
の
被
災
者

が
「
非
常
持
ち
出
し
袋
」
を

持
つ
姿
が
見
え
な
い
。

飲
料
水
や
支
援
物
資
な
ど

の
到
着
場
所
、
時
間
な
ど
が
、

系
統
的
に
伝
え
ら
れ
て
い
な

い
。
口
コ
ミ
で
知
っ
た
人
た

ち
だ
け
が
並
ん
で
い
る
と
い

う
状
況
を
テ
レ
ピ
は
伝
え
て

い
た
。

。
第
二
の
教
訓

「安
否
確
認
用
紙
」
提
出
で

世
帯
す
べ
て
把
握
の
仕
組
み

「
防
災
行
動
・
避
難
所
マ

ニ
ュ
ア
ル
（
以
後
、
『
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
と
略
す
）
』
で
は
、

「
被
害
状
況
・
安
否
確
認
用

紙
（
各
世
帯
周
辺
を
、
す

べ
て
の
修
徳
学
区
内
の
世
帯

員
が
提
出
し
、
避
難
所
人
員

と
し
て
登
録
す
る
。
避
難
所

に
入
所
し
た
人
た
ち
は
も
ち

ろ
ん
、
各
町
の
一
時
避
難
所

に
い
る
人
た
ち
、
被
害
が
な

く
自
宅
に
い
る
人
た
ち
、
車

で
生
活
す
る
人
た
ち
な
ど
、

持たす各い紙 おルをとをたや震策染イ配を各委こ織す援イ
しちる班る」 2い」『、講め心と、症レ分分班員とする物ン

三~~露亙妥芸高官~~ －！~皇室震予喜一号李会左左丈奪三
くミに示難録確し知一役（夫をの民防掃難てれ立る組て受の
こユょに登し認いつユ割各な癒恐のの、所、ぞち。みのけ停
とニつ従録て用ゴてアり班どす怖地対感の生れ上避が世取止
にテてつ者 ， t 掃活のげ難つ帯りに
なイ、て」 ｜ ｜除物役ら所く員やよ
るを自協は ｜ 下京区修徳学区 ｜ 、資割れ運れを希る
。維分力、 ｜ ｜ トのり、営る組望支

。
第
三
の
教
訓

非
常
持
出
袋
に
一
日
分

三
日
分
は
容
器
で
自
宅
保
管

行
政
が
住
民
の
世
帯
ご
と

に
配
給
し
て
い
く
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
数
十
世
帯
と
ま
と

ま
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
ご
と
に

で
も
支
援
物
資
を
配
給
し
て

い
く
な
ど
と
い
う
こ
と
は
不

可
能
で
、

避
難
所
に
支
援
物

資
を
供
給
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
行
政

の
庁
舎
も
職
員
も
被
災
し
て

お
り
、
三
日
や
四
日
は
生
活

物
資
は
到
着
し
な
い
。
重
く

て
持
ち
出
せ
な
い
の
で
は
元

も
子
も
な
い
。

一
日
分
は
非

常
持
出
袋
に
入
れ
、
三
日
分

は
別
の
容
器
で
自
宅
保
管
す

る
よ
う
提
案
し
て
い
る
。

最
後
に
、
『
マ
ニ
ュ
ア
ル
』

は
、
例
え
ば
救
出
救
護
班
は
、

倒
壊
家
屋
か
ら
住
民
を
救
出

す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、

工
具
が
町
内
に
な
い
場
合
が

ル
レ
．U
グ＝＝ 
マ・に
繍

肺
臓

糊

防災行動 ・避難所マニュアル

選灘所とは

多
く
、
備
蓄
の
あ
り
方
の
検

討
を
期
待
し
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
顧
問

小
西
宏
之

九
一喜
一
語
界

（
敬
称
略
）

転

入

よ
ろ
し
く

二

島

忍
久
美
子
（
薮
下
）

3
月
9
日

誕

生

お
め
で
と
う

多
田
匡
希
ち
ゃ
ん

（
布
屋
）

6
月
日
日

E
h－－ ＝＝日

巴
脱

お
悔
や
み

量＋

申
し
ま
す

岡
田

中勘
野治
之
~3 

享月
年 6
84日

北
品
し
ず
枝

3
月
引
の
日

（
中
野
之
）
享
年
%

青
木

千
代

6
月
2
日

（
布
屋
）
享
年
似

平
成
幻
年
度
締
め
の
作
品
展
を
3

月
四
日
（
金
）
に
ふ
れ
あ
い
会
館
会

議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

阪
本
こ
ま
の
先
生
の
指
導
の
下
、

会
員
9
名
は
め
き
め
き
と
実
力
を
つ

け
今
年
も
立
派
な
作
品
が
並
び
ま
し

た
。
先
生
か
ら
の
す
評
後
、
軽
食
を

摂
り
な
が
ら
歓
談
を
し
ま
し
た
。

お
稽
古
は
毎
月
第
1
、
3
金
曜
日

目
時
か
ら
幻
時
ま
で
会
館
会
議
室
で

行
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は

是
非
見
学
に
お
越
し
下
さ
い
。

修
徳
書
道
同
好
会
レ
U
H
川

斗
』「

I
J

表
彰
関
係

持
制
吋
批
判

市
民
憲
章
推
進
者
表
彰

荒
川
晃
嗣
（
亀
屋
）
3
月
9
日

京
都
市
民
消
防
表
彰
署
長
賞

玉
津
島
町
自
主
防
災
部

五
烏
悪
王
子
町
自
主
防
災
部

3
月
ロ
日

連
合
会
役
員
人
事

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
委
員
長

景
観
づ
く
り
協
議
会
会
長

荒
川
晃
嗣
（
亀
屋
）

民
生
児
童
委
員
会
会
長

多
田
幹
子
（
布
屋
）

関
連
組
織
人
事

下
京
消
防
団
本
同
副
団
長

中
村
正
和
（
大
江
）
4
月
1
日

当
面
修
徳
分
団
分
団
長
兼
任

来見
キ支

351-0937 TEL 



い修徳し楽つなで築 、ー

修
徳
神
事
委
民
会
の
最
大

行
事
は
、
稲
荷
祭
還
幸
祭
に

参
加
す
る
こ
と
で
す
。
今
年

は
4
月
げ
日
（
日
）
に
、
御

神
体
を
ま
つ
る
五
基
の
神
輿

が
、
伏
見
稲
荷
本
社
か
ら
御

旅
所
（
油
小
路
東
寺
道
西

入
）
へ
神
幸
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
2
週
間
ほ
ど
と
ど
ま

り、

5
月
3
日

（火
）
に
御

旅
所
よ
り
伏
見
稲
荷
本
社
へ

還
幸
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時

の
巡
行
で
、
五
条
通
、
烏
丸

通
、
松
原
通
を
通
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
お
神
輿
を
拝
礼
し

て
頂
け
た
で
し
ょ
う
か
。

御
旅
所
に
神
輿
が
逗
留
し

て
い
る
聞
の
一
日
（
今
年
は

4
月
払
円
）
に
、
神
輿
の

「
田
中
杜
」
「
中
杜
」
「
四
之

大
神
」
を
管
理
す
る
氏
子
が
、

各
自
の
地
域
に
そ
れ
ぞ
れ
移

動
し
巡
行
し
ま
す
。
こ
れ
は

勇
壮
で
一
見
の
価
値
が
あ
り

ま
す
。
還
幸
祭
を
見
ら
れ
た
方
は

お
分
か
り
で
し
ょ
う
が
、
神

輿
や
参
列
者
が
乗
っ
て
い
る

ト
ラ
ッ
ク
は
、
各
地
か
ら
集

め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
手
の

無
蓋
式
ト
ラ
ッ
ク
は、

あ
と

3
、
4
年
で
調
達
が
で
き
な

く
な
る
様
で
す
。
そ
の
様
に

な
れ
ば
祭
の
巡
行
を
ど
う
す

る
か
検
討
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
本
年
よ
り
修
徳
神

事
委
員
に
2
名
の
新
加
入
が

みん平成28年7月21日3 

あ
り
ま
し
た
。

材
木
町
の
三

田
純

一
氏
と
小
田
原
町
の
森

友
邦
夫
氏
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

御
神
輿
を
の
せ
た
ト
ラ
ッ
ク
が
御
旅
所
に
整
列

雪量
レ
ク
l) 

3二

ン
ヨ
ン

平
成
お
年
度
の
町
内
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
は

4
月
却
日
オ
ー
プ
ン
の
京

都
鉄
道
博
物
館
へ
見
学
に
参
り
ま
し

た
。5
月
初
日
午
前
叩
時
頃
町
内
を
出

発
し
て
博
物
館
へ
向
か
い
ま
し
た
。
一

日
数
台
の
S
L
、
全
国
の
主
要
都

市
を
走
っ
た
寝
台
特
急
ク
ハ
ネ
5
8

1
型
、
数
々
の
ブ
ル
ト
レ
を
引
っ
張

っ
た
E
F
侃
型
電
気
機
関
車
、
超
特

急
ひ
か
り
の
初
代
車
両
等
の
展
示
品
、

別
館
で
の
鉄
道
ジ
オ
ラ
マ
等
々
、
鉄

道
フ
ァ
ン
で
な
く
と
も
興
味
深
く
楽

し
く
見
学
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。昼
食
は
梅
小
路
公
園
内
の
京
野
菜

レ
ス
ト
ラ
ン
で
地
場
の
野
菜
を
賞
味

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
野
藤
宜
秀
会
長
以
下
M

名
は
子
供
心
に
戻
り
、
鉄
道
の
知
ら
な
か
っ
た

事
も
解
り
、
町
内
会
の
親
睦
も
深
め
る
事
も
出

来
て
、
楽
し
く
有
意
義
な
一
日
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
午
後
3
時
前
に
無
事
町

内
に
帰
っ
て
参
り
ま
し
た
。

月
見
町
P
R
情
報
委
員

三
田
村

明

治

3
月
お
日

（水
）
修
徳

女
性
会
総
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
前
半
は
毎
年
好
評
の
フ

ィ
ッ
ト
ネ
ス
企
画
の
山
本

孝
先
生
に
よ
る
健
康
教
室

が
あ
り
、
言
葉
遊
ぴ
を
し

な
が
ら
同
時
に
違
う
動
作

を
す
る
こ
と
で
脳
を
活
性

化
さ
せ
る
と
い
う
運
動
を

行
い
ま
し
た
。

簡
単
な
動
作
も
、
何
か

他
の
事
と
同
時
に
行
、
つ
と

な
か
な
か
思
う
よ
う
に
出

来
ず
、
会
場
は
笑
い
に
包

ま
れ
な
が
ら
体
操
を
楽
し

み
ま
し
た
。

後
半
の
総
会
で
は
1
年
間
の
事
業
報
告
と
会

計
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
女
性
会
の
次
期
会
長
を
満
喝
一
致
の

拍
手
を
も
っ
て
中
村
順
恵
会
長
に
引
き
続
き
お

願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
幻
年
度
1
年
間
、
女
性

会
の
活
動
に
ご
協
力
頂
き
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

女
性
会
松
井

よ
し
み

4
月
mm
日
（
昭
和
の
日
）

町
内
の
有
志
店
名
で
伏
見
稲

荷
大
社
御
旅
所
（
油
小
路
通

東
寺
道
上
る
）
に
参
拝
し
ま

し
た
。
帰
り
道
に
は
、
新
都

ホ
テ
ル
の
喫
茶
で
歓
談
し
、

町
内
の
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

5
月
幻
日
（
土
）
道
祖
神

社
春
季
例
祭
（
お
火
焚
祭
）

が
、
菅
大
臣
神
社
の
神
主
さ

ん
の
祭
儀
に
よ
り
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
た
く
さ
ん

の
方
が
お
参
り
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

薮
下
町
P
R
情
報
委
員

鎌

田

芳

枝

総菜
町

l』
~ 

3
月
5
日

（土
）
平
成
幻

年
度
総
会
を
「
き
ぬ
が
わ
」

（室
町
五
条
上
る
）
で
行
い

ま
し
た
。

事
業
報
告
、
会
計
報
告
、

役
員
改
選
等
々
、
年
度
末
の

決
裁
が
滞
り
な
く
行
わ
れ
ま

し
た
。
新
年
度
の
方
針
と
し
ま
し

て
は
、
町
保
有
の
防
災
用
品

の
更
新
整
備
を
す
る
こ
と
、

マ
ン
シ
ョ
ン
住
人
と
の
交
流

を
含
め
た
町
内
の
親
交
を
深

め
る
こ
と
な
ど
が
決
ま
り
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
大
会
で
賞
味
期
限
が
せ
ま

っ
た
防
災
用
保
存
食
の
試
食

を
し
、
新
し
い
物
に
更
新
す

る
こ
と
、
運
動
会
等
の
行
事

に
は
広
く
積
極
的
に
参
加
を

呼
び
掛
け
る
こ
と
な
ど
を
申

し
合
わ
せ
ま
し
た
。

材
木
町
P
R
情
報
委
員

平
成
幻
年
度
町
会
長

三
回
純
一TEL351-2724 

混芝びにきてね
うさぎ組（0歳～5歳の未就園児さん）

］~~；~~！ ！ 

／ 
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哩圃蹴
5月22日（日）朝8時より七条中学校校庭にて日差しの強い天候の

もと毎年恒例の下京消防団総合査聞が行われ、修徳分団は22名での受

閲となりました。5月1日に大学院生の加登団員が入団し本来なら私

を含むと24名ですが、 4月1日付で下京本団の副団長に任命されたの

で分団長として号令が掛けられません。代わりに内藤副分団長にお願

いし、私は他分団の点検をしながら、順位を決めるための重大な意味

を持つ採点官をしていました。

毎年のことながら公私ともに忙しいにも関わらず連日厳しい訓練を

行いましたが、全員が揃つての練習は当日の朝の1回だけでした。一

抹の不安を抱えながらの本番でしたが、内藤副分団長の初めてながら

元気ある号令のもと手帳点検はキピキピとした動きで点検を受け、成

果を発揮することが出来ました。

ポンプ操法は平井指揮者、山岸1番員、平岩2番員、南辻3番員の

経験者ですが、今年は操作員の日程が忙しくて思うようにならず歯が

ゆい思いをしましたが、中身のある訓練を重ねた結果、本番では思う

存分成果を発揮し気合いの入った操法が出来ました。

今年の訓練は今までと違って元気さを前面に出すことを心がけ、歩

くときに足音が良く聞こえるようにし、練習中と終了後にピデオカメ

ラで撮影したのを反省しながらチェックしたのが非常に良かったと思

いました。

下京消防署より非番にも係わらず熱心に訓練を指導して頂いた畦崎

指令補には心より感謝し敬意を表します。

総員24名で厳しい中にも和やかに学区民の皆様方に親しまれる消

防団活動を目指し、これからも修徳学区の防火防災に努め安心安全な

街づくりを目指して頑張って参りますのでご支援ご協力賜わります様

よろしくお願いいたします。

最後になりましたが当日早朝より応援に駆けつけてくださいました修

徳の皆様方には厚く御礼申し上げます。

［後記｝

下京消防団本国の前中団長が1月末に突然辞任され、修徳分団の分

団長である私が大任である下京本団の副団長に任命されました。

4 平成28年7月21日

修徳消防分団長中村正和

（下京消防団本団副団長兼任）

即刻、次期の修徳分団長を決めなければならないところでしたが、

副分団長全員が各種団体長を兼ねているので決まらず、本来なら本団

と分団長の兼任は出来ないところを例外として認めていただきました。

しかし八木新団長からは早期に決めるよう催促されています。査聞が

終わりこの新聞が発行される頃にはおそらく第11代の修徳消防分団

分団長が決まっているように思いますのでご期待ください。

少子高齢化が進む中、修徳連合会及び各種団体においても組織を良

くし強くするために大きく変えていく「変革」が必要ではないかと痛

感しました。それには若い方々が積極的に行事 ・組織に参加すること

ではないでしょうか。

ιー

4
ノ
じ
分

』
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旗手森副分団長、プラカード福井副分団長
分団指揮者 （分団長代！！）内藤副分団長

山岸田員が務める1番員は、指揮者からの
無鮒旨示によりポンプの操作を行います

修徳便覧正誤表（敬称略）．

団体 場所 誤 正

9 女性会 9貰5行目 総務小畑成代 副会長 小畑成代

9 女性会 9頁24行目 深草山本弘子 深草山本博子

17 ふれあい広場 20頁8行目 藤本佳裕大工 藤本佳裕 大江

19 公園を守る会 21頁9行目 佐々木邦浩3512321 佐々木邦浩351・0481

23 自主防災会 24頁16行目 津田泰弘 j票田泰弘

27 関連諸団体 お頁楊梅幼稚園 園長高橋義弘 園長 高橋義弘

27 関連諸団体 お頁楊梅幼稚園 教頭松尾真由美 教頭松長真由美

.平成28年度

家
返
り
に
も
春
の
風

使
夜
の

L
ず
｛

γ
ゑ
め
マ
い
る
余
生

世
品
川
ょ
う
お
｛
れ

γ
も
い
い

マ
イ
ペ
ー
ス

崎
t
h
t
、
、
ぐ
る
ぐ
る

、
、
の
世

P
生
き
る
偏

弁
財
天
町

者B
メ入
居

昭
蔵

、
、
れ
か
ら

P
い
勺
か
、
ら
に

す
る
最
終
章

5月に配布しました修徳便覧について上記の過誤がございました。訂正いたします。
関係各イ立にはご迷惑をおかけしました。心よりお詫び申しょげます。

PR情報委員会委員長浅野

京都福祉サービス協会社会福祉法人。，

本
号
第
2
面
に
は
防
災
行
動
・

避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
の

記
事
が
あ
る
。
耐
震
補
強
等
で
命

を
守
る
こ
と
を
ま
っ
さ
き
に
記
述

し
て
お
ら
れ
る
。
命
を
落
と
し
て

し
ま
え
ば
避
難
も
何
も
な
い
の
だ

か
ら
こ
れ
が
い
ち
ば
ん
大
切
か
o

vさ
て
先
の
熊
本
地
震
で
は
震
度
7
の
烈
震

が
2
度
続
い
た
。
初
め
の
揺
れ
で
家
屋
の
主

要
部
材
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、

2
度
目
で
大

き
く
傷
む
。
こ
れ
ま
で
は
安
全
と
思
わ
れ
て

い
た
新
耐
震
基
準
の
建
物
で
も
安
心
は
で
き

な
く
な
っ
た
V
ま
た
震
度
5
級
6
級
の
余
震

が
2
ヶ
月
た
っ
て
も
ま
だ
続
い
て
い
る
。
倒

壊
を
免
れ
た
家
屋
で
も
う
か
つ
に
中
へ
入
れ

な
い
し
、
ま
し
て
や
生
活
は
で
き
な
い
V
誰

も
が
長
期
間
避
難
所
の
お
世
話
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
熊
本
地
震
は
教
え

て
く
れ
た
V
被
災
者
の
方
々
に
は
ほ
ん
と
う

に
お
気
の
毒
だ
が
、
熊
本
の
情
報
を
教
訓
と

し
て
今
後
に
備
え
た
い
と
思
う
。
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